
　「
１
日
に
食
べ
て
い
る
お
や
つ

を
買
い
物
か
ご
に
入
れ
て
下
さ
い

！
」表
紙
写
真
は
、市
内
各
中
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
食
育
授
業
の
様

子
で
す
。机
の
上
に
並
べ
ら
れ
た

本
物
の
お
菓
子
数
十
種
類
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
使
っ
て
普
段
食
べ
て
い

る
お
や
つ
を
選
ぶ
買
い
物
ゲ
ー
ム

を
行
い
、そ
の
総
カ
ロ
リ
ー
を
計
算
し

て
指
導
す
る
授
業
で
、子
ど
も
の
頃
か

ら
生
活
習
慣
病
予
防
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
事

業
は
、平
成
13
年
度
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。市
健
康
課
と
学
校
、教
育

委
員
会
、医
師
会
が
連
携
し
、小
学

校
５
年
生
、中
学
校
２
年
生
に
検

診
を
行
い
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の

生
活
習
慣
病
予
防
の
大
切
さ
を
平

成
14
年
度
か
ら
授
業
で
伝
え
て
い

ま
す
。授
業
で
の
講
師
は
、食
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
兼
ね
た
保
健
推
進

員
や
市
健
康
課
保
健
師
、管
理
栄

養
士
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
を
受
け
た
生
徒
か
ら
は

「
楽
し
い
授
業
で
し
た
。生
活
習
慣

病
に
な
ら
な
い
た
め
に
、こ
れ
か

ら
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
見
つ

か
り
ま
し
た
」「
買
い
物
ゲ
ー
ム
を

し
て
、こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
！

と
思
い
ま
し
た
」な
ど
、子
ど
も
の

頃
か
ら
生
活
習
慣
病
予
防
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
声
が
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

お
や
つ
の
買
い
物
ゲ
ー
ム
を
取

り
入
れ
、楽
し
く
学
ぶ
こ
と
で
、お

や
つ
は
お
菓
子
で
な
く
食
事
の
一

部
で
あ
る
こ
と
や
、予
防
の
大
切

さ
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
た
結

果
、「
お
や
つ
に
何
を
ど
の
位
食
べ

れ
ば
よ
い
か（
小
学
生
200
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
ま
で
、中
学
生
240
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
ま
で
）」が
身
に
つ
い
て
き

ま
し
た
。

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
、お
じ
い

ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
や
各
地
区
の
公
民
館
活

動
な
ど
で
、同
じ
よ
う
に
伝
え
て

い
ま
す
。（
６
〜
７
ペ
ー
ジ
で
特
集

し
て
い
ま
す
）

▲机の上に並べられた本物のお菓子

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
生
活
習
慣
病
を
予
防
。

「
知
ら
ず
に
食
べ
過
ぎ
て
い
ま
し
た
」
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国
登
録
文
化
財（
建
造
物
）に
登
録

さ
れ
た   

鈴
木
家
住
宅

　
市
立
博
物
館
の
２
月
の
休
館
日

は
５
日
、13
日
、19
日
、26
日
。３
月

の
休
館
日
は
５
日
、
12
日
、
19
日
、26

日
で
す
。

▲住宅の内部（洋室）

　
国
の
文
化
財
審
議
会
は
、館
山

港
を
臨
む
高
台
に
あ
る
沼
の
鈴
木

家
住
宅
を
、館
山
市
初
の
登
録
有

形
文
化
財
（
建
造
物
）
と
し
て
登

録
す
る
こ
と
を
文
部
科
学
大
臣
に

答
申
し
ま
し
た
。

   

館
山
の
沼
地
区
は
江
戸
時
代
以

降
、
国
内
沿
岸
の
物
資
輸
送
に
従

事
す
る
荷
船
が
立
ち
寄
る
湊
町
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
沼

に
は
盛
岡
藩
の
船
宿
が
あ
り
、
鈴
木

家
は
江
戸
時
代
に
屋
号
を
「
南
部
屋
」

と
称
し
、
盛
岡
藩
の
常
宿
を
務
め
た

家
柄
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

は
た
ご

  

明
治
21（
一
八
八
八
）
年
に
旅
籠

を
廃
業
し
て
医
院
を
開
業
し
ま
す

が
、

赤
い
門
柱
の
あ
る
医
院
と
い

う
こ
と
か
ら「
赤
門
」の
名
で
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

  

鈴
木
家
住
宅
は
横
浜
の
建
築
家

が
設
計
し
、

関
東
大
震
災
直
後
の

大
正
13（
一
九
二
四
）
年
に
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
時
、
蔵
と
表
門
も
同

時
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

  

昭
和
５
（
一
九
三
〇
）
年
、
近
く
に

館
山
海
軍
航
空
隊
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
が
、

昭
和
20
年
の
終
戦
間
際

に
は
、

海
軍
将
校
の
社
交
の
場
な

ど
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
と
い
い
ま
す
。

  

表
門
は
目
地
に
モ
ル
タ
ル
が
使
わ

れ
、
石
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
構
造
で

す
。
建
築
当
初
は
鉄
の
扉
が
つ
い
て

い
ま
し
た
が
、
第
二
次
大
戦
中
に
供

出
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
在
、
取
り
付
け

金
具
が
残
る
の
み
で
す
。
こ
の
表
門

お
も
や

か
ら
や
や
奥
ま
っ
た
正
面
に
主
屋
が

あ
り
、
そ
の
東
側
に
蔵
が
接
続
し
て

い
ま
す
。

　
主
屋
は
和
洋
折
衷
様
式
の
木
造

二
階
建
て
で
、

屋
根
は
ス
レ
ー
ト

（
石
盤
）
葺
。
正
面
に
は
、
ポ
ー
チ

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
階
中

央
に
中
廊
下
式
の
ホ
ー
ル
が
あ

り
、
和
風
の
客
間
・
居
間
・
仏
間
、

台
所
、
洋
風
の
食
堂
・
居
間
・
寝

室
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
階
は
す
べ
て
洋
風
の
仕
上
げ

で
、
応
接
間
・
寝
室
が
あ
り
ま
す
。

洋
風
部
分
の
床
の
コ
ル
ク
タ
イ
ル

や
壁
紙
な
ど
、
建
築
当
時
の
内
装

が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
印

象
的
で
す
。

　
鈴
木
家
住
宅
は
、
館
山
の
近
代

史
の
証
人
と
も
言
え
る
存
在
で
す

が
、
館
山
市
は
今
後
、
文
化
財
を

活
用
し
な
が
ら
保
存
す
る
国
の
登

録
制
度
を
活
か
し
な
が
ら
、
近
代

の
建
造
物
を
ゆ
る
や
か
に
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲鈴木家住宅外観
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特集・お知らせ
・特集 生活習慣病と医療費
・平成19年消防出初式
・486人が20歳の門出

●1月1日の人口／総人口51,020（-14）男24,615（8）女26,405（-22）世帯数21,988（5）（ ）内は前月比



あ
い
に
く
の
荒
天
の
た
め
、屋

外
で
行
う
予
定
だ
っ
た
恒
例
の

入
場
行
進
な
ど
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、館
山
市
消
防
団（
団

長
羽
山
保
雄
、団
員
372
人
）に
特
別

参
加
の
洲
崎
婦
人
消
防
隊
の
15
人

も
加
わ
り
、盛
大
に
文
化
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル
で
出
初
式
が
始
ま
り
ま

し
た
。

第
二
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏
で
、式
は
進
行
。団
旗
が

登
壇
し
、殉
職
者
に
対
す
る
黙
祷
、

市民の生命･財産を守るため一層の努力を

☆
千
葉
県
知
事
精
勤
章
／
山
口
浩

二
（
第
１
分
団
分
団
長
）、安
西
竹

松
（
第
７
分
団
分
団
長
）、石
井
利

明
（
第
３
分
団
副
分
団
長
）、大
内

実
（
第
８
分
団
副
分
団
長
）、吉
野

隆
志
（
８
部
部
長
）、佐
野
勲
（
14

塚
一
友
（
８
部
班
長
）、市
川
久
夫

（
９
部
班
長
）、高
橋
養
輔
（
11
部

班
長
）、
庄
司
直
人
（
12
部
班

長
）、
黒
川
滋
（
14
部
班
長
）、
島

田
弘
之
（
17
部
班
長
）、武
田
信
明

（
８
部
団
員
）、
渡
邊
伸
雄
（
８

部
団
員
）、
石
井
繁
男
（
８
部
団

員
）、
八
代
健
正
（
18
部
団
員
）

☆
千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支
部
長

精
勤
章
／
篠
塚
和
則
（
第
９
分
団

副
分
団
長
）、高
浜
和
広
（
１
部
部

長
）、
島
田
惠
一
（
17
部
部
長
）、

植
木
洋
（
22
部
部
長
）、石
井
良
市

（
24
部
部
長
）、鈴
木
豊
次
（
26
部

部
長
）、
羽
山
則
武
（
５
部
班

長
）、
増
田
孝
義
（
５
部
班
長
）、

井
原
賀
津
巳
（
７
部
班
長
）、林
哲

也
（
10
部
班
長
）、
黒
川
浩
（
14

部
班
長
）、
滝
口
良
範
（
16
部
班

員
）、
永
井
力
（
22
部
班
員
）、
谷

口
直
人
（
９
部
団
員
）、佐
野
貴
則

（
14
部
団
員
）、
田
邉
直
広
（
16

部
団
員
）、
寺
田
正
和
（
16
部
団

員
）、
坂
本
勉
（
18
部
団
員
）、
須
と
も
お

田
久
雄
（
27
部
団
員
）、小
柴
節
臣

（
27
部
団
員
）

☆
館
山
市
消
防
団
長
精
勤
章
／

木
村
英
夫
（
５
部
部
長
）、仲
山
潤

（
１
部
班
長
）、山
本
航
（
12
部
班

長
）、鈴
木
道
之
（
22
部
班
長
）、

廣
中
雅
行
（
５
部
団
員
）、渡
邉
靖

弘
（
７
部
団
員
）、石
井
秀
樹
（
11

部
団
員
）、
日
下
尚
武
（
11
部
団

員
）、
大
谷
真
一
（
12
部
団
員
）、

渡
邉
康
雄
（
13
部
団
員
）、
佐
野

聖
一
（
14
部
団
員
）、
安
西
淳

（
16
部
団
員
）、
岡
野
浩
（
22
部

団
員
）、
安
西
丈
昭
（
22
部
団

員
）、
石
井
義
之
（
24
部
団
員
）、

黒
川
洋
司
（
25
部
団
員
）、
須
田

祐
一
（
27
部
団
員
）

☆
館
山
市
消
防
団
長
機
関
員
章
／

庄
司
雄
一
（
３
部
班
長
）、
樋
口

健
次
（
９
部
班
長
）、
河
木
慶
眞

（
11
部
班
長
）、
吉
田
勝
彦
（
15

部
班
長
）、
藤
本
敏
孝
（
26
部
班

長
）、
鈴
木
一
志
（
２
部
団
員
）、

廣
中
雅
行
（
５
部
団
員
）、
川
名

雅
之
（
７
部
団
員
）、
安
西
峰
和

（
15
部
団
員
）、
長
田
弘
樹
（
18

部
団
員
）、
加
藤
一
芳
（
19
部
団

員
）、
早
川
治
男
（
24
部
団
員
）、

宇
山
明
宏
（
26
部
団
員
）

☆
館
山
市
消
防
団
長
表
彰
感
謝
状

（
内
助
者
）
／
飯
田
愛
子

◎
退
職
者
表
彰
受
賞
者
名
簿

☆
消
防
庁
長
官
15
年
以
上
勤
続
退

団
者
表
彰
／
川
名
正
浩
（
元
分
団

長
）、
小
高
秀
之
（
元
分
団
長
）、

青
木
弘
紀
（
元
分
団
長
）、
川
名

博
義
（
元
分
団
長
）、
飯
沼
智

（
元
副
分
団
長
）、
富
宮
和
弘

（
元
部
長
）、
加
藤
敦
（
元
部

長
）、
石
井
勇
（
元
部
長
）、
佐
野

修
（
元
班
長
）、
吉
田
寿
郎
（
元

団
員
）
、
景
山
正
明
（
元
団
員
）

新
春
恒
例
の
館
山
市
消
防
出
初
式
が
先
月
６
日
、南
総

文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。会
場
に
は

市
内
の
消
防
団
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、地
域
防
災
に
尽
力
し
た
功

労
者
113
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
安
全
グ
ル
ー
プ（
℡
22
―
３
４
４

２
）

　入団資格／市内在住で年齢18歳以上

45歳未満

　活動内容／【平常時】火災から住民を守

るための火災予防や広報活動、火災活動力

を高めるための消防訓練、消防機械器具の

点検など　【災害時】火災や風水害などの

災害に出動、地震災害における住民の救護

活動や避難誘導、災害現場の情報収集･広

報及び警戒活動、行方不明者の捜索

　その他／非常勤特別職の地方公務員と

して処遇、報酬･出動手当を支給、被服貸

与、福利厚生（公務災害補償･退職報償金･

表彰）

　問合せ／社会安全課安全グループ

　　　　（℡22－3442）、地元消防団

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

入
団
者
を
募
集

☆
千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
賞
／

石
井
利
郎
（
第
８
分
団
分
団

長
）、藤
田
紀
洋
（
第
１
分
団
副
分

団
長
）、
海
老
原
正
人
（
第
６
分

団
副
分
団
長
）、安
田
仁
一
（
９
部

部
長
）
、
島
本
一
樹
（
10
部
部

長
）、
福
島
基
之
（
11
部
部
長
）

☆
防
災
対
策
監
章
／
秋
山
理
俊

（
第
４
分
団
分
団
長
）、島
田
良
男

（
第
７
分
団
副
分
団
長
）、鈴
木
賢

治
（
７
部
部
長
）、熊
澤
良
彦
（
12

部
部
長
）、
石
渡
哲
郎
（
20
部
部

長
）、
宮
澤
知
幸
（
７
部
班
長
）、

小
田
喜
大
成
（
８
部
班
長
）、樋
口

健
次
（
９
部
班
長
）、
川
名
敏
幸

（
20
部
班
長
）、
菅
田
茂
樹
（
20

部
班
員
）

☆
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
消
防
長
章
／
川
間
強
（
２
部

部
長
）、
加
藤
誠
（
19
部
部
長
）、

け
い
し
ん

河
木
慶
眞
（
11
部
班
長
）、鈴
木
茂

（
16
部
班
長
）、村
田
修
（
19
部
班

長
）、
石
井
良
徳
（
20
部
班
長
）、

藤
田
正
一
（
２
部
団
員
）、川
名
雅

之
（
７
部
団
員
）、岸
正
和
（
８
部

団
員
）、
秋
山
正
裕
（
９
部
団

員
）、
伊
原
真
一
（
11
部
団
員
）、

安
西
克
己
（
16
部
団
員
）、井
月
義

則
（
16
部
団
員
）、保
田
真
治
（
20
部

団
員
）、
安
田
邦
夫
（
20
部
団
員
）

☆
千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支
部
長

功
労
章
／
龍
崎
豊
和
（
13
部
部

長
）、
池
田
豊
（
15
部
部
長
）、
君

館山市消防出初式

昨年は31件の火災に消防団が出動す
るとともに、台風などの風水害の警戒及
び行方不明者の捜索に延べ700名の団員
が出動しました。
　消防団は火災等の出動のほかに、強風
時には夜警を、また、夜間や休日に放水
訓練や器具点検などを行い、日頃から火
災等に備えるとともに災害活動力を高め
ています。

この度、出初式において表彰された団員はもちろんですが、全て
の団員が他に生業を持つかたわら、精力的に消防団活動に取り組ん
でいます。出初式は、消防団員が日頃の訓練の成果を発揮する場で
あります。
　現在、消防団では団員の確保など難しい問題もありますが、市民
の生命・財産を守る為、より一層の努力をしていきたいと考えてい
ます。

部
部
長
）

☆
千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章
／

井
澤
浩
（
第
５
分
団
分
団
長
）、　

齊
藤
裕
司
（
第
４
分
団
副
分
団

長
）

永
年
の
功
労
に
光

永
年
の
功
労
に
光

永
年
の
功
労
に
光

永
年
の
功
労
に
光

永
年
の
功
労
に
光

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
受
章
し
た
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん

受
章
し
た
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん

受
章
し
た
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん

受
章
し
た
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん

受
章
し
た
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん

地
域
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

人
員
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。続

い
て
挨
拶
し
た
金
丸
市
長
は
式
辞

で
、団
員
に
対
し
日
常
の
活
動
へ

の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
と
も
に
今

後
の
活
動
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し

た
。続

い
て
表
彰
式
で
は
、千
葉
県

知
事
精
勤
章
を
は
じ
め
各
章
を
、

地
域
防
災
に
永
年
尽
力
し
た
消
防

団
員
が
受
章
し
ま
し
た
。受
章
さ

れ
た
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

羽山保雄館山市消防団長

高めよう　地域の防災行動力

防 出 初 式消
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市
は
初
め
て
、
高
額
な
医
療
費

の
内
容
を
分
析
し
ま
し
た
。
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
や
は
り

生
活
習
慣
病
。
６
月
に
診
療
を
受

け
た
レ
セ
プ
ト
（
注
釈
参
照
）
の

う
ち
、
１
件
あ
た
り
70
万
円
以
上

医
療
費
が
か
か
っ
た
件
数
を
見
る

と
、
１
位
は
脳
血
管
疾
患
の
14

件
。
２
位
は
ガ
ン
で
13
件
。
３
位

は
心
臓
病
で
７
件
で
し
た
。
70
万

円
以
上
は
、
１
か
月
に
54
件
も
あ

り
ま
し
た
。

　
脳
梗
塞
や
心
臓
病
の
患
者
さ
ん

の
多
く
は
、
基
に
な
る
病
気
と
し

て
糖
尿
病
と
か
高
脂
血
症
、
高
血

　　
市
の
国
民
健
康
保
険
の
窓
口
は

毎
日
、「
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た

い
」「
今
年
は
脳
ド
ッ
ク
に
し
よ

う
」
と
い
う
お
客
様
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。「
ど
ん
な
病
気
が
見

つ
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」「
利

用
者
は
何
を
望
ん
で
い
る
だ
ろ
う

か
」
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
初
め
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
17
年
度
に
ド
ッ
ク
を
利
用
し
た

176
人
の
う
ち
、
147
人
。
84
％
も
の

人
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
結

果
を
集
計
す
る
と
、
100
人
の
人
に

何
ら
か
の
病
気
が
発
見
さ
れ
、
治

療
を
始
め
た
人
が
、
28
人
も
い
ま

し
た
。

　
人
間
ド
ッ
ク
で
見
つ
か
っ
た
の

は
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
が
多
く

て
、
４
人
に
１
人
の
割
合
で
し

た
。
生
活
習
慣
病
の
代
表
格
の

病
気
で
す
。
ガ
ン
も
12
人
、
発
見

し
ま
し
た
。
発
病
と
重
症
に
な

る
こ
と
を
防
げ
れ
ば
、
本
人
も

家
族
も
幸
せ
で
す
。

　
一
方
、
脳
ド
ッ
ク
利
用
者
で

は
、
初
期
の
脳
梗
塞
、
早
期
の

脳
動
脈
瘤
な
ど
が
発
見
さ
れ
た

人
が
い
ま
し
た
。
平
成
８
年
に
は

じ
め
た
人
間
ド
ッ
ク
に
比
べ
て
、

脳
ド
ッ
ク
の
開
始
は
17
年
か
ら

で
、
歴
史
は
浅
い
の
で
す
が
、
受

け
た
57
人
の
う
ち
11
人
で
脳
の
病

気
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。「
効
果

は
大
」
で
す
。

「
生
活
習
慣
病
」
と
い
う
だ
け

あ
っ
て
、
い
ま
の
代
表
的
な
病
気

を
克
服
す
る
に
は
、
日
常
の
生
活

を
変
え
る
こ
と
が
最
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ド
ッ
ク
を
受
け
た
人
の

う
ち
、
70
％
近
い
人
た
ち
は
、「
毎

日
の
生
活
を
変
え
た
」
と
答
え
て

い
ま
す
。
日
常
生
活
を
改
善
す
る

よ
い
き
っ
か
け
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　　

   

糖
尿
病
は
、
い
ろ
い
ろ
な
病

気
の
引
き
金
に
な
る
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。
例
え
ば
腎
臓
の
病

気
が
重
く
な
る
と
、
人
工
透
析

に
ま
で
進
む
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
人
工
透
析
は
国
保
の
人
で

は
、
46
人
が
治
療
を
受
け
て
い

ま
す
。
発
病
年
齢
も
若
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
人
工
透
析
は
、
一
生
治
療
を

続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
怖
い

病
気
で
す
。
本
市
の
透
析
患
者

さ
ん
は
、
約
60
％
が
糖
尿
病
か

ら
進
ん
だ
よ
う
で
す
。
本
人
も

苦
し
み
ま
す
が
、
医
療
費
も
、

透
析
は
１
年
間
に
500
万
円

ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
市

は
糖
尿
病
発
生
率
（
注
釈

参
照
）
が
毎
年
下
が
っ
て

い
る
こ
と
が
、
国
保
の
病

気
を
県
が
ま
と
め
た
統
計

で
わ
か
り
ま
し
た
。

　
発
生
率
が
低
下
し
て
い

る
市
町
村
は
、
昨
年
度
時

点
の
県
内
77
市
町
村
で
、

館
山
市
の
他
に
３
市
町
だ

け
で
し
た
。
平
成
14
年
が

圧
を
も
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
と
呼
ば
れ
る
病
気
で
す
。

心
臓
病
と
脳
血
管
疾
患
の
手
術

は
、
300
万
円
か
ら
500
万
円
の
医

療
費
が
か
か
り
ま
す
。
治
療
が

が
ん
と
白
血
病
は
、
40
歳
代
で
す

し
、
く
も
膜
下
出
血
と
脳
梗
塞
は

40
歳
代
と
い
う
よ
う
に
で
す
。

　　
予
防
と
早
期
発
見
に
は
、
ま

ず
、
４
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
総
合

検
診
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
（
申

込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

次
号
２
月
15
日
広
報
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）
検
診
の
あ
と
の
、
い
ろ
い

ろ
な
健
康
教
室
も
、
大
事
な
フ
ォ

ロ
ー
で
す
。
健
康
相
談
は
、
お
近

く
の
会
場
に
保
健
師
が
伺
い
ま
す

の
で
、
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
各
地

　
こ
ん
な
病
気
が
見
つ
か
っ
た 
〜
生
活
習
慣
病
対
策
に
生
活
を
改
善
〜

国
保
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
助
成

　

脳
疾
患
・
糖
尿
病
の
早
期
発
見
に
効
果

　
市
の
国
民
健
康
保
険
は
、
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
に
検
査
費
用
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
利

用
し
た
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
、
脳
梗
塞
や
脳
動
脈
瘤
も
見
つ
か

る
な
ど
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。「
毎
日
の
生
活
を
変
え
た
」
と
い
う
人
も
多
く
、
予
防
効

果
も
優
れ
て
い
ま
す
。「
病
気
に
な
り
た
く
な
い
」「
病
気
の
入
り
口
か
ら
ひ
き
か
え
そ
う
」
と
い
う
人
は
、
ぜ

ひ
ド
ッ
ク
を
受
検
し
ま
せ
ん
か
。
健
康
は
幸
せ
の
基
。
医
療
費
が
伸
び
な
け
れ
ば
、
国
民
健
康
保
険
税
も
上
が

ら
ず
に
す
み
ま
す
。
館
山
市
は
小
児
期
か
ら
の
生
活
習
慣
病
対
策
（
６
・
７
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
功
を
奏
し
て
、

県
内
で
も
珍
ら
し
く
、
糖
尿
病
が
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
保
険
年
金
係
（
℡
22
―
３
４
２
８
）

４
・
４
％
で
県
内
順
位
は
高
い
方

か
ら
７
位
で
し
た
。
そ
れ
が
、
15

年
は
４
．
２
％
で
９
位
。
16
年
は

４
．
０
％
で
14
位
。
17
年
に
は
３

．
７
％
で
、
な
ん
と
28
位
に
ま
で

改
善
し
ま
し
た
。
本
市
が
全
国
に

先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
早

期
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
」
の
効

果
の
現
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

注
：
糖
尿
病
発
生
率
＝
「
糖
尿
病

が
主
な
病
気
」
と
な
っ
て
い
る
国

保
の
レ
セ
プ
ト
の
件
数
を
国
保
の

加
入
者
で
割
っ
た
率
。

注
：
レ
セ
プ
ト
＝
医
療
機
関
で
か

か
っ
た
医
療
費
を
国
保
に
請
求
す

る
書
類
。
「
１
つ
の
医
療
機
関
ご

と
、
加
入
者
１
人
ご
と
、
１
か
月

ご
と
」
に
１
枚
に
な
り
ま
す
。

館
山
市
で
は
糖
尿

病
の
人
が
減
少
中

病
気
の
基
は
や
は
り
糖
尿
病

高
額
な
医
療
は
脳
・
が
ん
・
心
臓長

く
な
る
精
神
疾
患
と
人
工

透
析
は
、
毎
月
30
万
円
か
ら

50
万
円
の
医
療
費
が
、
一
生

を
通
じ
て
か
か
っ
て
き
ま

す
。

　
昨
年
の
12
月
か
ら
５
月
の

半
年
で
、
200
万
円
以
上
の
レ

セ
プ
ト
も
分
析
し
ま
し
た
。

22
人
で
、
合
計
８
千
600
万
円

の
医
療
費
で
し
た
が
、
最
も

多
い
の
は
、
脳
血
管
疾
患
で

７
件
。
次
い
で
心
臓
病
が
５

人
で
し
た
。
脳
血
管
疾
患
は

７
人
の
う
ち
、
５
人
は
脳
動

脈
瘤
が
破
裂
し
た
人
で
す
。

「
脳
ド
ッ
ク
を
利
用
し
て
い

れ
ば
早
期
発
見
で
き
、
軽
い

治
療
で
効
果
が
出
た
可
能
性

区
の
保
健
推
進
員
さ
ん
も
協
力
し

て
い
ま
す
。
保
健
師
は
家
庭
訪
問

が
重
要
な
仕
事
で
す
。
伺
っ
た
際

は
、
健
康
の
こ
と
は
な
ん
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
健
康
の
事
に
つ
い
て
は
自
己
責

任
で
、
自
分
で
管
理
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
自
分
で

自
分
の
生
活
を
変
え
る
こ
と
が
、

健
康
に
な
る
秘
訣
で
す
。
「
食
事

に
注
意
す
る
」
「
運
動
を
心
が
け

る
」
「
タ
バ
コ
を
や
め
て
、
お
酒

を
控
え
る
」
こ
と
な
ど
が
理
想
だ

け
ど
「
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
や

め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
人
。
健
康

は
幸
せ
の
基
で
す
。
あ
な
た
自
身

の
幸
せ
、
家
族
の
幸
せ
の
基
で

す
。
医
療
費
を
使
い
す
ぎ
な
い
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
医
療
費
と
し
て
か
か
っ
た
額
が

翌
年
の
国
民
健
康
保
険
税
に
反
映

し
ま
す
。
当
然
、
医
療
費
が
伸
び

な
け
れ
ば
、
国
保
税
の
金
額
も
上

が
ら
な
く
て
す
む
よ
う
に
な
り
ま

す
。

脳や心臓手術は300～500万円、透析は毎月30～50万円が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

残
念
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
発
病
す
る
年
齢
が
若

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
は
っ
き

り
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
乳

　市は、国民健康保険加入者を対象に人間ドックの検査費
用を補助しています。昨年から、脳ドックも対象になりま
した。また、安房郡市内だけでなく、他地域の検査医療機
関で受診しても補助を受けられます。
　利用条件／次の要件を全て満たす人が対象となります。
①国民健康保険に加入して１年以上経過している人。
②年齢が満40 歳以上の人。
③国民健康保険税を完納している人。
　利用方法／医療機関に検査予約を行い、検査日の14日
前までに市民課保険年金係に申請し、承認を受けてくださ
い。検査終了後、本人が医療機関に検査料を全額支払いま
す。その後、本人からの請求により、支払った金額の７割
を補助します。ただし、７万円が限度です。
　短期人間ドックの種類／１日人間ドック、通院２日人間
ドック、１泊２日人間ドック
※脳ドックだけでも受診できます。
　問合せ／市民課保険年金係（℡22―３４２８）

人間ドックは健康のパートナー
人間ドック費用を助成

日常生活で改善するようにしたこと日常生活で改善するようにしたこと日常生活で改善するようにしたこと日常生活で改善するようにしたこと日常生活で改善するようにしたこと（（（（（複複複複複数数数数数回回回回回答答答答答）））））

予
防
と
生
活
改
善
に

ま
ず
総
合
検
診
の
受
診
を
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市
は
平
成
13
年
か
ら
、
市
内
小
学
５
年
生
・
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
検

診
と
併
せ
て
食
事
や
生
活
リ
ズ
ム
な
ど
を
調
査
し
、そ
の
結
果
を
も
と
に
、教
育
委
員
会
と
健
康
課
、

安
房
医
師
会
が
協
働
し
て
小
児
生
活
習
慣
病
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
長
期
的

な
展
望
で
指
導
し
た
小
中
学
生
が
生
活
習
慣
病
を
発
症
し
や
す
く
な
る
年
齢
に
達
す
る
30
年
後
ご
ろ

に
は
、
今
回
の
予
防
対
策
の
効
果
が
現
れ
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
健
康
課
（
℡
23
―
３
１
１
３
）

30
年
後
の
館
山
は
長
寿
健
康
都
市
が
実
現

　
　
長
期
展
望
に
立
っ
た
小
児
生
活
習
慣
病
対
策
を
実
施

お
や
つ
の
食
べ
す
ぎ
が
原
因

　
市
で
は
、昭
和
54
年
か
ら
学
校

保
健
活
動
の
一
環
と
し
て
、小
中

学
生
の
過
脂
肪
児
検
診
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
将
来

の
生
活
習
慣
病
予
防
の
観
点
か

ら
、平
成
13
年
よ
り
小
児
生
活
習

慣
病
予
防
検
診
を
児
童
生
徒
全

体
を
対
象
と
し
て
実
施
、併
せ
て

小
中
学
生
の
生
活
実
態
調
査
を

平
成
14
年
度
か
ら
は
じ
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
の

生
活
の
な
か
で「
お
や
つ
の
食
べ

す
ぎ
」「
夜
型
の
生
活
」
な
ど
の

生
活
に
関
す
る
問
題
点
が
明
ら

か
に
な
り
、生
活
習
慣
病
の
問
題

は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な

く
、子
ど
も
の
う
ち
か
ら
考
え
な

肥満度と中性脂肪の基準値を超える
生徒の割合（中学２年生）

生
活
習
慣
病
対
策
は
子
ど
も
の
う
ち
か
ら

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
受
け
、
健
康

課
の
管
理
栄
養
士
、
保
健
師
が
中

心
と
な
り
、
安
房
医
師
会
な
ど
医

療
機
関
や
学
校
、
家
庭
、
地
域
の

保
健
推
進
員
が
協
働
し
生
活
習
慣

の
改
善
の
た
め
の
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
ま
ず
、
学
校
へ
働
き
か
け
、

各
校
の
養
護
教
諭
と
連
携
し
、
管

理
栄
養
士
・
保
健
師
に
よ
る
授
業

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
食
育
事
業
で
あ
る
、
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
21
事
業
で
保
健
推
進

員
（
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
よ

る
授
業
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
活
動
か
ら
、
中
学
２
年

生
で
は
男
女
と
も
、
基
準
を
超
え

た
子
が
肥
満
度
で
は
半
分
程
度
に

減
り
、
中
性
脂
肪
で
は
、
毎
年
右

肩
下
が
り
に
減
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
全
国
公
衆
衛
生
学
会
で

発
表
、
各
方
面
か
ら
「
地
域
や
学

校
と
の
連
携
が
素
晴
ら
し
い
」
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

  生活習慣や肥満度などが改善
平成14年と平成18年度の中学２年生の日常
生活アンケート結果を比較すると、朝食を食べる
生徒の割合が、81.4％から89.4％に増え、夕食後
夜食を食べない生徒の割合が、59.6％から65.1
％に増えました。また、1２時以降に寝る生徒の
割合が11％から7.4％に減りました。
　また、検診結果から中学２年生の経年変化を見
ると、基準値を超える生徒の割合が、肥満度では
男子は平成１３年度15.3％から平成１８年度
8.4％に減少しました。女子は12.4％から8.4％
に減少しました。中性脂肪では男子は平成１３年
度7.9％から平成１８年度1.0％に減少し、8.2％
いた女子はいなくなりました。（左表参照）

小児生活習慣病予防対策の結果から

表紙で紹介した保健推進員による食育授業

おやつの買い物ゲーム
　買い物ゲームはお菓子やおにぎり、パンやジュースなどの食べ物を選び、
その総エネルギーを調べます。中高生の1日の適正量は240キロカロリー
（小学生200キロカロリー、おとな１６０キロカロリー）ですので、生活習
慣病予防のために、お菓子や嗜好品の食べすぎを減らすにはどうしたらいい
のか、中学生が授業で考え、学び、実践しています。みなさんもおやつにつ
いて家族や職場、グループで考えてみませんか。
　家族では、お父さんの晩酌のお酒なども加えるとより効果があります。

　
平
成
13
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
生

活
習
慣
病
予
防
の
各
種
講
座
に

は
、
の
べ
５
千
人
も
の
児
童
・
生

徒
や
保
護
者
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
先
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
館
山

市
の
糖
尿
病
発
生
率
の
減
少
は
、

（基準値：肥満度19.9％以下　中性脂肪139㎎/dl・以下　
空腹時採血）

お
菓
子
の
取
り
す
ぎ
に
注
意
！

間
食
と
し
て
お
菓
子
を
取
り
す
ぎ

て
い
る
人
が
非
常
に
多
く
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
や

つ
＝
お
菓
子
と
考
え
て
い
る
人
も

多
い
よ
う
で
す
。
お
や
つ
は
食
事

と
認
識
し
て
、
野
菜
や
果
物
、
魚

類
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

を
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
、
そ
の
不

足
分
を
補
う
も
の
と
考
え
ま
し
ょ

う
。

　
よ
く
テ
レ
ビ
な
ど
で
食
品
の
効

能
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
店
か
ら
売

切
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
い
く
ら
身
体
に
良
い
も
の
で

も
、
食
べ
す
ぎ
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
何
を
ど
れ
く
ら
い
食
べ
る
か

が
大
切
で
す
。

　
毎
日
食
べ
る
食
事
の
内
容
次
第

で
、
生
活
習
慣
病
に
な
り
に
く
い

身
体
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
家
族
み
ん
な
で
お

や
つ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

（
市
管
理
栄
養
士
　
渡
邊
侑
子
）

　　　　　　
串団子
スナック菓子

　　　　　 グミキャンデイー
チョココロネパン
チューイングキャンデイー

                 スポーツドリンク

１日のおやつ適正量、中高生は２４０キロカロリー

最初に選んだもの

1910キロカロリー

192キロカロリー
お茶、トースト、ヨーグルト

240キロカロリー

⇒
改善後

お茶、ミネラルウォーター、
おにぎり、バナナ

おやつ＝お菓子でなく食事
本
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
取

り
組
ん
だ
こ
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
を
通
じ
て

内
容
が
家
族
に
伝
わ
っ
た
こ

と
に
よ
る
、
食
生
活
の
改
善

が
要
因
の
１
つ
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
管
理
栄
養
士
の
視
点
か
ら

市
民
の
皆
さ
ん
の
食
生
活
に

つ
い
て
分
析
し
ま
す
と
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
、

▲保健推進員による授業

▲保健師による模型を使っての授業
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●庁内直通電話番号一覧●

22-3122
22-3121
22-3135
22-3147
22-3163
22-3142
22-3152
22-3199
22-3174

22-3235

22-3953
22-3218
22-3952

22-3291

22-3296

22-3257

22-3414
22-3428
22-3418

22-3442
22-3954

22-3496
22-3487
22-3489
22-3362

22-3396

22-3352
22-3354
22-3631
22-3636
22-3637
22-3640
22-3612
22-3610
22-3661
22-3674
22-3346
22-3136
22-2544
22-3606

22-3542
22-3523

議会事務局

監査事務局
選挙管理委員会事務局

農業委員会事務局

486人が二十歳の門出

故郷館山と多くの友人を支えに
　　前を向いて進んでいきたい

   

先
月
７
日
、南
総
文
化
ホ
ー
ル

を
会
場
に
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
、市
内
で
成
人
を
迎
え
た

の
は
、昨
年
よ
り
57
人
少
な
い
486

人（
男
244
人
、女
242
人
）。こ
の

う
ち
369
人
が
、式
典
に
出
席
し
ま

し
た
。（
出
席
率
76
％
）

　
式
典
で
は
、金
丸
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
来
賓
の
皆
様
か
ら
新
成

人
へ
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、中
学
校
時
代
の

恩
師
が
紹
介
さ
れ
る
と
、会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
、中
村
匠

さ
ん（
館
山
一
中
出
身
）が
市
民

憲
章
を
朗
読
、小
川
あ
ゆ
美
さ
ん

（
館
山
二
中
出
身
）が
二
十
歳
の

誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
中
央
公
民
館
か
ら
連
絡
を
い
た

だ
い
た
と
き
は
、自
分
が
選
ば
れ

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。今
回
の
誓

い
は
自
分
ひ
と
り
で
考
え
、ま
と

め
ま
し
た
。

　
私
は
今
、東
洋
大
学
の
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
学
部
で
、高
齢
者
や
障

害
者
の
人
を
対
象
に
身
体
活
動
を

通
じ
て
健
康
づ
く
り
を
目
指
す

「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
」を
学
ん
で
い

ま
す
。す
で
に
社
会
人
に
な
っ
た

同
級
生
に
負
け
な
い
よ
う
、学
ん

で
い
き
た
い
で
す
ね
。

市
役
所
へ
の
電
話
は
直
通
電
話
の
ご
利
用
を

市の主な出先機関と
関係機関の電話番号一覧

図書館　　　　　　　　22-0701
博物館　　　　　　　　23-5212
中央公民館　　　　　　23-3111
　（コミュニティセンター）
菜の花ホール　　　　　24-1515
豊津ホール　　　　　　22-8744
　（赤山地下壕跡）　　　24-1911
若潮ホール　　　　　　27-5504
市営50mプール  　　　22-2039
市民運動場　　　　　　27-4220
温水プール　　　　　　22-5519
教育センター　　　　　22-8051
老人福祉センター　　　22-5234
出野尾老人福祉センター  23-4405
衛生センター　　　　　23-3566
清掃センター　　　　　23-3033
収集センター　　　　　23-3199
城山公園　　　　　　　22-2080
安房郡市広域市町村圏事務組合
　　　　　　　　　　　22-5633
三芳水道企業団　　　　22-3729
(財)館山市環境保全公社 22-6021

男
性
保
育
士
を
目
指
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
中
村
匠
さ
ん

　
淑
徳
大
学
で
保
育
士
を
目
指

し
学
ん
で
い
ま
す
。周
囲
は
女
性

が
多
く
、最
近
や
っ
と
な
れ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
市
民
憲
章
を
じ
っ

く
り
読
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、今
回
練
習
で
読
ん
で
み
て
、

改
め
て
成
人
を
迎
え
た
ん
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。朗
読
と
い
う

こ
と
で
多
少
安
心
し
て
い
ま
す
。

周
囲
の
支
え
で

こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

　
　
　
　  

小
川
あ
ゆ
美
さ
ん

　
市
で
は
、平
成
19
年
度
か
ら
電
話
交
換
業
務
の
廃
止
を
予
定
し
て
お
り
、現
在
使
わ
れ
て
い
る
代
表
番
号

（
℡
22
ー
３
１
１
１
）が
利
用
で
き
な
く
な
る
予
定
で
す
。

　
市
役
所
へ
の
電
話
は
、各
課
へ
の
直
通
番
号
を
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。次
ペ
ー
ジ
に「
平
成

18
年
度
直
通
電
話
一
覧
表
」を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、お
受
け
し
た
電
話
は
、庁
内

の
他
の
部
署
へ
転
送
が
可
能
で
す
の
で
、遠
慮
な
く
職
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
財
政
課
管
財
検
査
室（
℡
22
―
３
２
９
６
）

▲二十歳の誓いを述べる小川あゆ美さん

企
　
画
　
部

秘書係
広報係
男女共同参画係
政策グループ

市民相談・協働グループ

市民相談室
情報システム係
情報化推進係
統計係

秘書広報課

企画課

情報政策課

行財政改革推進課
総務課

財政課

税務課

納税課

市民課

健康課

社会安全課

社会福祉課

高齢者福祉課

商工課
農水産課

環境保全課

建設課

都市計画課

下水道課

観光立市推進課

海辺のまちづくり推進課

秘書、儀式表彰
広報紙の発行
女性施策
市政の基本的施策の企画及び総合調整、国際交流

ＮＰＯ活動の支援、コミュニティ活動の推進、町内会

各種市民相談
基幹系システムの管理・運用
行政や地域の情報化推進、情報系ネットワークの管理運用
統計調査
市の組織、行財政改革
職員の人事、給与、研修、福利
情報公開、個人情報保護、公文書管理
条例の整備
財政計画、予算編成
入札、契約
市有財産の管理、市の発注した工事の検査
市県民税、国民健康保険税の課税
固定資産・都市計画税、その他市税の課税
市税、介護保険料の督促及び過誤納金の還付・充当
市税、介護保険料の収納
各種証明書の交付、戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、外国人登録
国民健康保険、老人保健、国民年金の届出

予防接種、各種検診、感染症予防
母子健康手帳、乳幼児健診、生活習慣病予防
消防、防災、防犯、交通安全、市民交通傷害保険

生活保護
ひとり親家庭、人権、援護、日本赤十字社、地域福祉
障害者福祉
児童福祉、保育園
介護保険、老人クラブ、老人福祉センター
要介護認定、地域包括支援センター、老人の援護
商工業の振興、館山工業団地の整備、雇用・労働対策
農道・農地の基盤整備
農業経営改善の支援、園芸、畜産の振興
水産経営改善の支援、水産振興
海洋深層水の利活用
環境衛生、公害、生活排水の浄化
一般廃棄物処理の指導、道路側溝の清掃の申込の受付
市道路線の管理、法定外の道路・水路の管理
道路・橋りょう・河川の改修
道路・橋りょう・河川の管理修繕、道路河川災害、里道等資材交付
都市計画の策定、開発行為、土地取引に伴う届出、建築確認申請
都市計画道路、都市下水路
公園、館山駅自由通路、市営住宅
下水道使用料の賦課徴収，鏡ヶ浦クリーンセンターの管理・運営
公共下水道の整備
観光の振興、宣伝及び紹介
観光立市たてやま推進協議会、観光振興計画の企画立案
体験観光
館山湾を活用した海辺のまちづくりと地域振興

歳入歳出の出納、財産の記録・管理
教育委員会の会議、規則等の整備
学校施設の整備
幼稚園・小中学校の指導、教職員の研修
幼稚園・小中学校の管理、児童生徒の就学
社会体育の振興、社会体育施設の管理、国民体育大会の開催準備
生涯学習の推進、社会教育の充実、青少年の健全育成
文化財保護、文化の振興
議員の福利・厚生、議会だよりの発行
議会運営
出納、事務、事業の監査

総
　
務
　
部

市
民
福
祉
部

経
済
環
境
部

建
　
設
　
部

部  課  名　　　　　　　係　　　名　　　　 電話番号　　　　　　　　主　　な　　業　　務

出納係

庶務係
施設係
指導係
管理係
振興グループ
社会教育係
文化係
庶務係
議事係
庶務係
庶務係
農地係
農政係

選挙人名簿の登録、選挙の執行、啓発
農地の移動、転用、農地の貸し・借り
農業者年金

港
湾
観
光
部

22-3262
22-3261

22-3506

22-3696

22-3168

推進グループ
人事研修係
事務管理係
法規係
財政係
契約係
管財検査室
市民税係
資産税係
管理係
収納係
市民係
保険年金係

予防係
保健係
安全グループ

保護係
社会福祉係
障害福祉係
子育て支援室
高齢対策係
援護係
商工グループ
耕地係
農政係
漁政係
海洋深層水利活用推進室
環境対策係
一般廃棄物係
管理係
建設係
維持係
計画係
街路係
施設係
管理グループ
建設グループ
観光係
観光企画室
体験交流センター

推進グループ

23-3113

22-3698

22-3694

22-3539

22-3527

22-3685

22-3492

22-3491

22-3397

会計課
　　　      庶務施設課

       学校教育課

       スポーツ課

　　  　    生涯学習課
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教
育
委
員
会



　「
地
方
の
こ
と
は
地
方
で
」の
方

針
の
も
と
、地
方
分
権
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く「
三
位
一
体
改
革
」

が
実
現
し
ま
す
。そ
の
柱
と
い
え

る
の
が
、今
回
の「
税
源
移
譲
」。税

源
移
譲
で
は
、住
民
税（
地
方
税
）

と
所
得
税（
国
税
）の
税
率
を
変
え

る
こ
と
で
、国
の
税
収
が
減
り
、地

　
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
申
告
期
間
中
、税
務
課
と
各
地
区

で
、受
付
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
中
、所
得
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
、所
得
が
な
く
て
も
申
告
が

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
人
に
申
告
書
が
届
き
ま
す
。申
告
に
は
次
の
書
類

が
必
要
で
す
。

　
申
告
に
必
要
な
書
類
／
①
市
県
民
税
の
申
告
書
　
②
印
鑑
　
③
給
与

収
入
の
あ
る
人
は
、源
泉
徴
収
票
か
給
与
支
払
い
証
明
書
。年
金
収
入
の

あ
る
人
は
、源
泉
徴
収
票
。事
業
所
得
者
は
所
得
計
算
の
も
と
に
な
る
書

類
　
④
社
会
保
険
の
控
除
証
明
書
　
⑤
医
療
費
の
領
収
書
　
⑥
生
命
保

険
の
控
除
証
明
書
　
⑦
損
害
保
険
の
控
除
証
明
書

　
平
成
18
年
分
の
申
告
書
の
提
出

と
納
税
の
期
限
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

　
所
得
税
／
２
月
16
日（
金
）〜

３
月
15
日（
木
）

　
贈
与
税
／
２
月
１
日（
木
）〜

３
月
15
日（
木
）

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
／
１
月
４
日（
木
）

〜
４
月
２
日（
月
）

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）

で
、申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

申
告
書
は
、郵
送
な
ど
の
ほ
か
税

務
署
の
時
間
外
文
書
収
受
箱
に
投

函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
還
付
申
告
の
人
は
、１
月
か
ら

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
税
務
署（
℡
22

―
０
１
０
４
）

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
、市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
給
与
所
得
者
は
、申
告
し
な
く

て
も
よ
い
の
が
原
則
で
す
が
、会

社
や
事
務
所
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、勤
め
先
で
確
認
し
て
、申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

市
県
民
税
の
申
告

２
月
16
日
か
ら

市内15ヵ所で出張受付

　
平
成
19
年
度
の「
市
民

交
通
傷
害
保
険
」の
出
張

受
付
を
行
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
い
く

ら
自
分
が
気
を
つ
け

て
い
て
も
防
ぎ
き
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。こ
の
保
険
は
安
い

保
険
料
で
多
く
の
補

償
を
す
る
制
度
で
す
。

　
２
月
16
日
か
ら
は

安い料金で多くの補償を
　　　市民交通傷害保険

じ
ま
る
市
県
民
税
の
出
張
受
付
の

会
場（
上
の
表
）で
、こ
の
保
険
の
受

付
も
行
い
ま
す
。

　
市
民
課
窓
口
で
は
、３
月
１
日

か
ら
受
付
け
ま
す
。

　
契
約
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
来

年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
契
約

　
保
険
料
／
年
額
１
口
600
円（
１

人
に
つ
き
２
口
ま
で
加
入
可
）

　
補
償
／
１
口
最
高
100
万
円
ま
で

補
償

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
課
安
全
グ

ル
ー
プ（
℡
22
―
３
４
６
４
）

２月27日（火）
２月28日（水）
３月６日（火）
２月26日（月）
２月20日（火）
２月22日（木）
３月１日（木）
３月２日（金）
２月23日（金）
３月１日（木）
３月５日（月）
２月16日（金）
３月６日（火）
２月19日（月）
２月21日（水）

豊津ホール
館山地区公民館
新井集会所
那古地区公民館
川名青年会館
仲宿青年館
伊戸青年館
西岬東地区公民館
神戸地区公民館
洲宮青年館
富崎地区公民館
豊房地区公民館
神余青年館
館野地区公民館
九重地区公民館

 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
13:30～16:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
13:30～16:00
 9:30～11:30、13:00～15:00
 9:30～11:30、13:00～15:00

地　区 期　日 受 付 場 所時　　　　間

館　山

那　古

船　形

西　岬

神　戸

富　崎

豊　房

館　野
九　重

　
農
業
所
得
の
計
算
は
、収
支
計
算

で
す
。農
業
所
得
の
申
告
時
に
は
、収

入
と
経
費
の
わ
か
る
も
の（
帳
簿
・
通

帳
・
仕
切
伝
票
・
各
経
費
の
領
収
書

な
ど
）を
整
理
、集
計
し
て
、申
告
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
平
成
11
年
度
か
ら
景
気
対
策
の

た
め
に
導
入
さ
れ
て
い
た
定
率
減

税
が
、経
済
状
況
の
改
善
な
ど
を

踏
ま
え
平
成
19
年
度
か
ら
廃
止
さ

れ
ま
す
。

税
務
課（
℡
22
―
３
２
６
２
）

農
業
所
得
の
計
算
は
収
支
計
算
で

給
与
所
得
者
や
収
入
の
な
い
人

で
も
申
告
が
必
要
な
場
合
が
…

て
い
る
人
と
給
与
所
得
以
外
に
農

業
所
得
な
ど
他
の
所
得
が
あ
る
人

は
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、保
険
税
の
資
料
に
し
ま

す
の
で
、収
入
の
な
い
人
で
も
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

を
す
る
人
は
、収
入
が
な
い
人
で

も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

定
率
減
税
は
廃
止

税
率
は
一
律
10

％

　
国
の
進
め
る
税
源
移
譲
に
よ

り
、市
県
民
税
の
税
率
が
一
律
10

％
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、所
得
税

の
税
率
の
見
直
し
や
調
整
控
除
の

創
設
に
よ
っ
て
、市
県
民
税
と
所

得
税
を
合
わ
せ
た
負
担
は
、基
本

的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

住
民
税
・
所
得
税
が
変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
か
ら

方
の
税
収
が
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、１
月
か
ら

所
得
税
が
減
り
、そ
の
ぶ
ん
６
月

か
ら
住
民
税
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。し
か
し
、税
源
の
移
し
替

え
な
の
で
、「
所
得
税
＋
住
民
税
」

の
負
担
は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

【
住
民
税(

平
成
19
年
６
月
分
か

ら)

】３
段
階
の
税
率
か
ら
一
律
10

％(

市
民
税
６
％
、県
民
税
４
％)

【
所
得
税(

平
成
19
年
１
月
分
か

ら)

】４
段
階
の
税
率
を
６
段
階
に

細
分
化(

所
得
税
と
住
民
税
を
合

わ
せ
た
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
設
計)

　
問
合
せ
／
税
務
課（
℡
22
―
３

２
６
２
）

課税所得 課税所得税率 税率
現　　行 改　　正

5％
（3％）
10％
（8％）
13％

（10％）

200万円以下

200万円超～700万円

700万円超

195万円以下
195万円超～330万円
330万円超～695万円
695万円超～900万円
900万円超～1,800万円
1,800万円超

5％
10％
20％
23％
33％
40％

330万円以下

330万円超～900万円

900万円超～1,800万円
1,800万円超

10％

20％

30％
37％

一　律
10％
（6％）

個
人
住
民
税

所

得

税

※分離課税の譲渡所得を除く。
※（　）内は市民税分。
※住民税は19年度（18年1月～12月分所得）、所得税は19年分
（19年1月～12月所得）から適用。

▼住民税と所得税の税率

　定率減税の額について、次のように引き下げられ、平成19年
度分の住民税および平成18年分の所得税について適用するこ
ととなりました。
　問合せ／税務課（℡22－3262）

定率減税の額が引き下げ

申
告
書
の
提
出
は

お
早
め
に

注意
！

改　正

廃　止
【平成19年度】

所得税額の10％相当額
※10％相当額が12万5千
　円を超える場合は12万
　5千円
【平成18年分】

住

民

税

所

得

税
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確
定
申
告

窓
口
は
午
後
が
す
い
て
い
ま
す

現　行
住民税額の7.5％相当額

※7.5%相当額が2万円を　
　超える場合には2万円

【平成18年度】

所得税額の20％相当額
※20％相当額が25万円を　
　超える場合には25万円

【平成17年分】



　
千
葉
県
に
は
産
業
を
支
え
る
千

葉
港
や
木
更
津
港
の
ほ
か
、レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
る
館
山
港
、浜
金
谷
港
な

ど
特
色
あ
る
み
な
と
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
み
な
と
の
持
つ
資
源

を
活
用
し
て
観
光
的
魅
力
を
備
え

た
県
土
と
す
る
た
め
、旅
客
船
の

活
用
な
ど
も
模
索
さ
れ
て
い
ま

す
。花
い
っ
ぱ
い
の
季
節
の
到
来

を
前
に
、み
な
と
を
通
じ
た
観
光

に
よ
る
地
域
振
興
の
あ
り
方
に
つ

今
後
、整
備
が
予
定
さ
れ
て
い

る
「
多
目
的
観
光
桟
橋
と
そ
の
基

部（
交
流
拠
点
）」に
つ
い
て
、『
館

山
港
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
策

定
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
経

緯
、
整
備
計
画
の
概
要
、
利
活
用

計
画
等
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、地
域
住
民
か

ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、よ

り
効
果
的
な
事
業
と
す
る
た
め
の

機
会
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で

す
。事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
主
催
／
館
山
市

　
共
催
／
千
葉
県〔
安
房
地
域
整

備
セ
ン
タ
ー
〕

海
を
い
か
し
た
地
域
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
千
葉

新教育長に
　　　石井達郎氏が就任

　本市の教育長に、元第三中学校校長の石井
達郎氏が昨年12月26日、定例教育委員会で
任命され就任しました。
　石井氏は、県教育庁安房地方出張所指導主
事などを経て第三中学校校長を最後に退職。
平成17年10月から館山市教育委員会教育委
員に任命されていました。

　
平
成
19
・
20
年
度
の
入
札
参
加

資
格
申
請
の
受
付
が
、２
月
１
日

（
木
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
市
が
発
注
す
る
事
務
用
品
や

材
料
な
ど
の
物
品
を
納
入
し
た

り
、建
設
工
事
な
ど
を
受
注
す
る

に
は
、入
札
参
加
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、２
年
に
一
度
の
入
札

参
加
資
格
申
請
と
な
る
た
め
、市

の
受
注
を
希
望
す
る
場
合
は
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。有
効

期
間
は
、平
成
19
年
６
月
１
日
か

　
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
の
平
成
17
年
度
決
算
書
が
閲

覧
で
き
ま
す
。

　
同
組
合
は
安
房
の
４
市
町
で
構

成
し
、館
山
市
は
、平
成
17
年
度
に

８
億
６
千
695
万
６
千
円
の
負
担
金

を
支
払
い
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
仕
事
は
、①
市
町
村

圏
の
振
興
整
備
に
関
す
る
計
画
の

策
定
お
よ
び
そ
の
実
施
の
た
め
の

連
絡
調
整
、②
粗
大
ご
み
処
理
施

設
の
設
置
、管
理
お
よ
び
運
営
、③

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

入
札
参
加
申
請
の
受
付
開
始

工
事
請
負
や
物
品
供
給
な
ど

　
千
葉
司
法
書
士
会
で
は
、金
融
、

カ
ー
ド
、住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ

る
多
重
債
務
者
の
た
め
の
無
料
電

話
相
談「
多
重
債
務
110
番
」を
開
催

し
ま
す
。

　
日
時
／
３
月
10
日（
土
）・
11
日

（
日
）両
日
と
も
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

　
場
所
／
千
葉
司
法
書
士
会
館

（
千
葉
市
美
浜
区
）

　
相
談
専
用
電
話
／
℡
043
―
243
―

４
１
４
４

　
相
談
方
法
／
電
話
相
談
。面
談

希
望
の
場
合
は
要
事
前
予
約
。

多
重
債
務
110
番

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

　２月は「省エネルギー月間」です。便利でつい使って
しまう電気ですが、関東電気保安協会では省エネのポ
イントを示し、省エネを呼びかけています。
　設定温度は控えめに／冬の室内の設定は20度を目
安に、冷蔵庫の温度設定は弱めに

暖房設定控えめに　
　　　　２月は省エネ月間

たくさん電気を使う
家電製品のベスト４は
①エアコン
②冷蔵庫
③照明器具
④テレビ

　スイッチはＯＦＦ／見
ていないテレビや不要な
照明はこまめに切って
　待機電力のカット／就
寝や外出時は、常時通電
が不要な電気製品は、プ
ラグを抜いて
　問合せ／関東電気保安
協会館山営業所
(℡23－2881)

ら
平
成
21
年
５
月
31
日
ま
で
の
２

年
間
で
す
。

　
申
請
書
作
成
要
領
な
ど
は
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
環
境
に
な
い
場
合

は
、財
政
課
契
約
係
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
受
付
期
間
／
２
月
１
日（
木
）〜

２
月
28
日（
水
）

　
受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
受
付
業
種
／
①
建
設
工
事
、②

　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、平
成

18
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
30
万
円
以

上
の
費
用
を
か
け
て
現
行
の
耐
震

基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
耐
震

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、工
事

火
葬
場
の
設
置
、管
理
お
よ
び
運

営
、④
消
防
事
務（
消
防
団
事
務
を

除
く
。）お
よ
び
救
急
業
務
、⑤
関

係
市
町
の
職
員
の
共
同
研
修
お
よ

び
統
一
採
用
試
験
、⑥
福
祉
施
設

の
建
設
に
助
成
、⑦
地
域
救
急
医

療
で
す
。

　
閲
覧
場
所
／
市
民
課
広
報
ボ
ッ

ク
ス

　
問
合
せ
／
安
房
郡
市
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合（
℡
22
―
５
６
３

３
）

完
了
時
期
に
応
じ
て
一
定
期
間
の

固
定
資
産
税
が
申
告
に
よ
り
減
額

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
期
限
は
、原
則
と
し
て
改

修
後
３
か
月
以
内
で
す
。

　
問
合
せ
／
税
務
課
資
産
税
係

（
℡
22
―
３
２
６
１
）

　
問
合
せ
・
予
約
／
ち
ば
司
法
書

士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー（
℡
043
―

204
―
８
３
３
３
）

住
宅
耐
震
改
修
で
固
定
資
産
税
が
減
額

平
成
17
年
度
の
決
算
書
を
閲
覧

測
量
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
、③
物
品
供
給
な
ど

　
問
合
せ
／
財
政
課
契
約
係（
℡

22
―
３
２
９
６
）

　
日
時
／
２
月
18
日（
日
）午
後
２

時
30
分
〜
午
後
４
時

　
会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
一
集
会
室

問
合
せ
／
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
課（
℡
22
―
３
６
０
６
）

「
多
目
的
観
光
桟
橋
等
の
整
備
に
係
る
住
民
説
明
会
」を
開
催

い
て
館
山
で
考
え
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、国
土
交
通

省
関
東
地
方
整
備
局
中
村
眞
副
局

長
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
。ま
ず
、

（
財
）港
湾
空
間
高
度
化
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー
高
松
亨
専
務
理
事
に
よ

る
基
調
講
演「
観
光
と
み
な
と
の

文
化
」が
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
後
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン｢

海

を
い
か
し
た
地
域
振
興｣

に
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
近
藤
健
雄

日
大
教
授
、パ
ネ
ラ
ー
に
藤
野
公

孝
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
、村
上

和
子
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
戸
グ
ラ
ン
ド

ア
ン
カ
ー
理
事
長
、柴
田
隆
至
東

海
汽
船（
株
）常
務
取
締
役
、高
松

亨
氏
ら
と
と
も
に
金
丸
謙
一
館
山

市
長
が
加
わ
り
ま
す
。

　
主
催
／
国
土
交
通
省
関
東
地
方

整
備
局
千
葉
港
湾
事
務
所

　
後
援
／
千
葉
県
、館
山
市

　
日
時
／
２
月
24
日（
土
）午
後
３

時
〜
午
後
５
時

　
会
場
／
千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー

ル
小
ホ
ー
ル

　
入
場
料
／
無
料（
定
員
300
人
）

　
申
込
方
法
／
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入

の
う
え
、官
製
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
申
込
み
先
ま
で
　

締
切
／
２
月
16
日（
金
）

　
申
込
先
／
〒
305
―
０
０
６
１

茨
城
県
つ
く
ば
市
稲
荷
前
31
―
２

ア
シ
ス
ト
プ
ロ
株
式
会
社 

館
山

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
係（
Ｆ
Ａ
Ｘ
029
―

863
―
３
０
１
５
、Ｅ
メ
ー
ル chib

a-
i8
3
ab
@
p
a.ktr.m

lit.g
o
.jp

）

　
問
合
せ
／
国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
千
葉
港
湾
事
務
所（
℡

043
―
243
―
９
１
７
２
）

JR九重駅を建て替え

　ＪＲ千葉支社では、老朽化が目
立ったＪＲ九重駅の待合室・トイ
レ・ホーム待合室を建て替え、ちば
デスティネーションキャンペーン
にあわせ、2月1日から新駅舎の使
用を開始します。
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お 知 ら せ



　
千
葉
県
生
涯
大
学
校
で
は
、平

成
19
年
４
月
入
学
生
の
二
次
募
集

を
行
い
ま
す
。

　
生
涯
大
学
校
は
県
内
に
５
学
園

あ
り
ま
す
が
、館
山
市
民
は
生
涯

大
学
校
南
房
学
園
に
入
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
南
房
学
園
の
二
次
募
集
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
入
学
資
格
／
社
会
参
加
意
欲
の

あ
る
県
内
在
住
の
60
歳
以
上（
昭

和
22
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）。

　
募
集
学
科
・
募
集
人
員
／
福
祉

科
69
人
、生
活
科
27
人
、園
芸
科
51

生
涯
大
学
校
南
房
学
園
で
二
次
募
集

人
、陶
芸
科
５
人

　
授
業
料
／
一
般
課
程
年
額
１
万

８
千
円

　
入
学
案
内
配
布
場
所
／
生
涯
大

学
南
房
学
園
、市
高
齢
者
福
祉
課
、

南
房
総
県
民
セ
ン
タ
ー
、安
房
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、県
高
齢
者
福

祉
課

　
受
付
期
間
／
２
月
９
日（
金
）か

ら
２
月
28
日（
水
）ま
で

　
問
合
せ
・
願
書
の
提
出
先
／
〒

260
―
０
８
０
１
　
千
葉
市
中
央
区

仁
戸
名
町
666
―
２
　
千
葉
県
生
涯

大
学
校
事
務
局（
℡
043
―
266
―
４

７
０
５
）

　（
医
）慶
勝
会
で
は
、訪
問
介
護

員
２
級
養
成
研
修
を
開
催
し
ま

す
。応
募
者
の
中
か
ら
、書
類
選

考
に
よ
り
20
人
が
受
講
生
と
な

り
ま
す
。

　
受
講
期
間
／【
講
義
】３
月
４

訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）２
級
養
成
研
修

　
日
時
／
３
月
４
日（
日
）午
前
９

時
競
技
開
始

　
場
所
／
市
営
市
民
体
育
館

第
１
回 

館
山
シ
ニ
ア
選
手
権
卓
球
大
会

50
歳
以
上
の
参
加
者
募
集

　日時／2月25日（日）13:00～16:00
　場所／とみうら元気倶楽部
　内容／①「まんず聞いてけらっしゃい松尾敦子昔話」：
上演回数300回を超える山形弁をベースにしたプロの語

おらが房州に
民話の花咲かせべぇ祭典

日
〜
７
月
８
日
の
毎
週
日
曜
日
　

【
演
習
】７
月
９
日
〜
８
月
28
日
の

期
間
中
５
日
間
　【
修
了
】９
月
２

日　
場
所
／
赤
門
な
の
は
な
館

　
受
講
料
／
６
万
円（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

　
申
込
期
間
／
２
月
１
日（
木
）〜

２
月
16
日（
金
）当
日
消
印
有
効

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
０

０
３
４
　
沼
１
６
０
４
　（
医
）慶

勝
会
　
赤
門
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
部

（
℡
25
―
７
３
０
０
）

り部による昔話。②「こどもか
たりべ　きみの出番だ」：「子ど
もかたりべ教室」で練習してき
た子どもたちによる紙芝居。
　問合せ・申込み／おらが房州
に民話の花さかせべぇ実行委
員会　委員長　鈴木ひとみ（℡
28－1998）、事務局　飯塚須
磨子（℡28－0477）

入場
無料

　
種
目
／
第
１
部（
50
歳
以
上
60

歳
未
満
）男
女
の
部
、第
２
部（
60

歳
以
上
）男
女
の
部

　
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
し
て
お
り
２
月
28
日
現
在

の
年
齢
が
50
歳
以
上
の
人

　
締
切
／
２
月
16
日（
金
）午
後

５
時
必
着

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
０

０
３
２
　
笠
名
１
４
１
１
　
加

藤
博
晃（
℡
22
―
６
０
９
０
）

　供託申請や供託金の払渡しがオンラインで申請
できます。詳しくは法務局ホームページ（http://
shinsei.moj.go.jp/）をご覧ください。
　問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　（℡22―0620）

供託申請はオンラインで

　
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
社
会

の
推
進
に
関
し
て
、調
査
研
究
や

意
見
交
換
を
行
な
い
、男
女
平
等

社
会
の
実
現
、意
識
づ
く
り
を
考

え
、市
長
に
答
申
す
る「
館
山
市

コ
ー
ラ
ル
会
議
」の
第
５
期
委
員

を
募
集
し
ま
す
。こ
の
会
議
は
、平

成
11
年
度
に
市
長
の
諮
問
機
関
と

し
て
設
置
さ
れ
、広
く
市
民
か
ら

の
意
見
を
求
め
る
た
め
、初
の
委

員
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ラ
ル
と
は
英
語
で「
サ
ン

ゴ
」を
意
味
し
、サ
ン
ゴ
は
雌
雄
同

体
で
あ
る
こ
と
か
ら「
男
女
が
お

互
い
に
信
頼
と
協
力
で
、よ
り
幸

せ
な
市
民
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
」と
の
願
い
を
込
め
、こ
の
名
前

が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、建
議
書

提
出
、「
館
山
市
男
女
共
同
参
画
推

進
プ
ラ
ン
」策
定
、市
民
意
識
調

査
、並
び
に
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た

第
５
期
委
員
を
公
募

　
　
　
　
　
　
　
館
山
市
コ
ー
ラ
ル
会
議

研
修
や
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
募
集
す
る
第
５
期
委
員

は
、「
館
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
」を
見
直
す
た
め
の
会
議

を
中
心
に
、研
修
会
や
講
演
会
へ

の
参
加
、地
域
へ
の
情
報
提
供
等

を
行
う
予
定
で
す
。

　
応
募
資
格
／
平
成
19
年
４
月
１

日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
市
内
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人

　
募
集
人
数
／
２
人
程
度

　
任
期
／
２
年（
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
）

　
応
募
方
法
／
次
の
事
項
を
記
入

し
、郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な

ど
で
下
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
記
入
事
項
／
応
募
の
動
機（
簡

潔
に
400
字
程
度
に
ま
と
め
て
）、住

所
、氏
名
、年
齢
・
生
年
月
日
、性

別
、職
業
、電
話
番
号

　
締
切
／
２
月
21
日（
水
）必
着

　
選
考
方
法
／
館
山
市
男
女
共
同

参
画
推
進
本
部
に
お
い
て
選
考
し

ま
す
。

　
問
合
せ
・
提
出
先
／
〒
294
―
８

６
０
１ 

北
条
１
１
４
５
―
１  

秘

書
広
報
課 

男
女
共
同
参
画
係（
℡

22
―
３
１
３
５
）

「
渚
の
駅
づ
く
り
検
討
委
員
会
」委
員
を
公
募

　
今
後
、整
備
が
予
定
さ
れ
て
い

る「
多
目
的
観
光
桟
橋
と
そ
の
基

部（
交
流
拠
点
）」に
つ
い
て
、利
活

用
の
方
策
な
ど
を
検
討
す
る
組
織

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
、委
員
会
で
は
、今
後
の
観

光
振
興
に
資
す
る
施
設
と
す
る
た

め
に
、交
流
拠
点
と
し
て
必
要
な

機
能
や
そ
の
配
置
、デ
ザ
イ
ン
、利

活
用
の
方
策
な
ど
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
特
に
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。海
辺
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ

る
人
は
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
／
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人

　
募
集
人
員
／
５
人
程
度

　
任
期
／
平
成
19
年
４
月
１
日

か
ら
６
ヶ
月
間（
予
定
）

　
募
集
期
間
／
２
月
20
日（
火
）必

着　
選
考
方
法
／
港
湾
観
光
部
に
お

い
て
選
考
し
ま
す
。結
果
は
選
考

さ
れ
た
人
に
の
み
、２
月
中
に
連

絡
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
／
応
募
の
動
機
と
し

て
、「
自
分
が
行
っ
て
み
た
い
海
辺

の
施
設
」（
400
字
以
上
）を
テ
ー
マ

に
作
文
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

職
業
、電
話
番
号
を
明
記
し
て
、郵

送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
先
ま

で
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
北
条
１
１
４
５
―
１

海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
℡

22
―
３
６
０
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

um
ibe@

city.tateyam
a.chiba.jp

）

展示解説ボランティア養成講座

　県立安房博物館では、ボランティアに
よる展示解説の実施を予定しています。
そこで、展示資料の理解と解説のポイン
トを習得することを目的とする「展示解
説ボランティア養成講座」を開講しま
す。将来的に、受講者の中から常設展の
ボランティア解説員を受け入れます。
　日時／2月17日（土）・18日（日）
　　　　10:00～15:00
　場所／県立安房博物館
　募集人員／30人（先着順）
　参加費／無料
　持ち物／筆記用具・昼食
　問合せ・申込み／県立安房博物館
　　　　　　　　（℡22－8608）
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募 集



ほ
ら
、そ
こ
に
も
悪
質
商
法
⑫

　
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
に
気
を
つ
け
て
！

２２２２２・・・・・３３３３３月月月月月ののののの休休休休休館館館館館日日日日日　
 2/5、11、12、13、19、23、26
 3/5、12、19、21、23、26

おはなし会
幼児向け(10:30から)
　　　　　2/2、3/2
 児童向け(14:00から)
             　2/3、10、17、24
　 　　　　3/3、10、17、24

「
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
」

館
山
か
ら
出
か
け
た
若
者
が
都
会
で
被
害
に
遭
遇

問
合
せ
／
企
画
課
市
民
相
談
・
協
働
グ
ル
ー
プ（
℡
22
―
３
１
４
２
）

▽図書館司書から今月のおすすめ本

☆ご利用ください「インターネット予約」
　　館山市図書館ホームページ（http://library.city.tateyama.chiba.jp/）

　図書館では、２月１日より所蔵資料のインターネットでの予約を開始します。
   館山市図書館ホームページの蔵書検索で検索した資料に、インターネットから予
約をすることができるようになります。小学生以上で館山市図書館の利用券をお持
ちの方ならどなたでもご利用いただけますが、利用にあたってはインターネットか
らのパスワード申請が必要となります。また、メールアドレスを登録していただく
と、予約資料がご用意できたことをメールでお知らせできるようにもなります。
   詳細は図書館のホームページをご覧いただくか、図書館にお問合せ下さい。

 「タックスよ、こんにちは！」
　　　石　 弘光／日本評論社
　確定申告や市民税申告の時期
が近づいてきました。「税」と聞く
とつい身構えてしまったり、無駄
遣いされているイメージがあっ
たり…･････捉え方は人さまざま
でしょうが、私たちの生活と深く結びついているこ
とは確かです。
　この本は、小学校高学年から中学生に対してもわ
かりやすい税金の本を、ということで書かれたもの
ですが、大人が読んでも「わかりにくい」「むずかしい」
と思われがちな税について理解しやすいものとなっ
ています。税とは何か、なぜ必要なのかを考えるきっ
かけにはぴったりの一冊です。

『町工場で、本を読む』 小関智弘／現代書館
『英語で話す「日本の謎」Ｑ＆Ａ』 講談社インターナショナル
『ニッポン南極観測隊』 小野延雄・柴田鉄治（編）／丸善
『通園通学毎日いっしょのバッグと小もの』 岩野絵美子／文化出版局

しだ

『やさしく作って、かわいく贈るチョコレートのお菓子』 信太康代／雄鶏社
『女子と鉄道』 酒井順子／光文社

のりお

『明和電機の広告デザイン』 中村至男・土佐信道／ＮＴＴ出版
むれ

『馬琴の嫁』 群ようこ／講談社
『傘の自由化は可能か』 大崎善生／角川書店
『料理図鑑』 おちとよこ／福音館書店 ◆
『みみずのたいそう』 神沢利子ほか／のら書店 ◆
『百まいのドレス』 エレナー・エスティス／岩波書店 ◆

き ど り え

『コドモであり続けるためのスキル』 貴戸理恵 理論社 ★
『天と地の守り人 第１部』 上橋菜穂子／偕成社 ★
『ストラヴァガンザ 花の都』 メアリ・ホフマン ／小学館 ★

【もしも被害にあったら・・・相談はこちらまで（土・日除く）】
千葉県消費者センター　℡047-434-0999
　相談時間　9:30～16:00（12:00～13:00除く)
千葉県警察本部相談サポートコーナー　℡043-227-9110
　相談時間　8：30～17：15
館山市役所市民相談室消費生活相談窓口　℡22-3199
　相談日　毎月第1・３木曜日　9：00～16：00

　
都
市
部
の
駅
前
や
街
頭
な
ど
で「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
？
」「
見
る
だ
け
で
い
い
か
ら
」な
ど
と
話
し
か
け
て
き
て
、喫
茶
店
や

営
業
所
な
ど
に
連
れ
て
行
き
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
さ
せ
る
商
法
。

 

　
言
葉
巧
み
に
、手
持
ち
の
小
遣
い
で
大
丈
夫
と
思
わ
せ
契
約
さ
せ
る
の
で
、

中
学
生
・
高
校
生
を
は
じ
め
若
者
が
狙
わ
れ
ま
す
。高
額
な
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
や
化
粧
品
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
語
学
教

材
、高
額
な
絵
画
を
買
わ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

①
契
約
す
る
ま
で
帰
し
て
も
ら
え

な
い
危
険
性
が
あ
る
の
で
、安
易

に
つ
い
て
い
か
な
い
こ
と
で
す
。

②
契
約
す
る
つ
も
り
が
な
い
の
な

ら
、ハ
ッ
キ
リ
断
り
帰
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。未
成
年
者
は
そ
の

場
か
ら
電
話
な
ど
で
家
族
と
相
談

す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

③
も
し
契
約
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

て
も
、契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日

を
含
め
て
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
相
談
を
。

弁護士会による無料のクレジット・サラ金に関する相談（予約制）　
　℡043-227-8581（初回３０分以内の本人からの相談は無料）
　予約受付時間10：00～16：00（11:30～13：30除く）

運動習慣で
メタボリックシンドロームを
予防しよう！

　厚生労働省が生活習慣病予防のため平成18年に策定
した新しい運動指針＜エクササイズガイド2006＞で
は、生活習慣病を引き起こすメタボリックシンドロー
ムは、運動量の不足や食べすぎをはじめとする好まし
くない生活習慣に原因があると考えられています。
　運動量の増加と食事の改善により、内臓脂肪を減少
させてメタボリックシンドロームを改善し、心筋梗塞
や脳卒中のリスクを軽減することが期待できます。

問合せ／健康課℡23-3113

　上記の項目のうち、(1)とそれ以外の２項目以上
が当てはまるようならば、メタボリックシンド
ロームと言ってよいでしょう。

あなたはメタボリックシンドローム？
次の項目のうち、当てはまるものはいくつありますか。
　　　（１）ウエスト周囲径：男性＞85cm
                 （おへその高さ） 女性＞90cm
　　　（２）血圧：＞130/85mmHg
　　　（３）中性脂肪（TG）値：＞150mg/dL
　　　（４）空腹時血糖値：＞110 mg/dL
　　　（５）HDLコレステロール値：40 mg/dL未満

　        
         

◎健康づくりのために活発な「身体活動」を
　労働･家事･買い物･犬の散歩･庭掃除･子供と遊ぶ･
階段昇降･洗車･荷物運搬･通勤など日常生活を営むう
えで体を動かすことが「生活活動」。
　レジャーやスポーツ、ウォーキング･ダンス･エアロ
ビクス･ジョギング･テニスなど、趣味や体力の維持･
向上のために計画的･意図的に実施するものが「運
動」。この「生活活動」と「運動」をあわせた、人が体を動
かすことすべてを「身体活動」といいます。

◎メッツとエクササイズ
　身体活動の強さと量を表す単位として、メッツとエ
クササイズ（Ex）があります。
・メッツ･･･身体活動の"強さ"を表す単位です。座わっ
て安静にしている状態が１メッツ、普通歩行が３メッ
ツ、走ると8メッツに相当します。
・エクササイズ（メッツ･時）･･･身体活動の量を表す　

※　運動を行う時は、事故を引き起こさない
ためにその日の体調や天候、持病などに注意
することが重要です。特に持病のある人は、
運動の種類や内容などをかかりつけの医師に
相談して、安全に運動を実践するようにしま
しょう。
　また、体力に応じた運動を行うとともに、
前後にストレッチングを加えた準備運動･整
理運動を行うことが必要です。

単位で、身体活動の強度(ﾒｯﾂ)に身体活動の実施時間（時）
をかけたものです。より強い身体活動ほど短い時　間で
１ｴｸｻｻｲｽﾞとなります。
　(例)3ﾒｯﾂの身体活動を1時間行った場合：3ｴｸｻｻｲｽﾞ
  　   4ﾒｯﾂの身体活動を15分行った場合：
　 　　　　　　　　　4ﾒｯﾂ× 1/4時間＝1ｴｸｻｻｲｽﾞ

◎運動の目標は
　生活習慣病予防のためには、
３メッツ以上の身体活動を週
に23エクササイズ行い、その
うち運動を４エクササイズ以
上することを目標としていま

　１ｴｸｻｻｲｽﾞの身体活動量に相当するエネル
ギー消費量は、個人の体重によって異なりま
すが、以下の簡易換算式から算出することが
できます。
簡易換算式：エネルギー消費量(kcal)＝1.05
×ｴｸｻｻｲｽ （゙ﾒｯﾂ・時）×体重(kg)

す。内臓脂肪を減らすためには、週に10エクササイ
ズ以上の運動が必要とされています。
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図書館だより21館山市図書館（�22－0701）

健康耳より情報 30
もっと得する

★新着図書より（◆児童室 ★ティーンズコーナー）




